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本県には、高い生産シェアを誇る大手半導体関連企業が多く立地し、

それを支える高い技術力を持った地場企業も多数存在しており、全国的

にも、世界的にも、非常に重要な半導体の製造拠点となっています。 

さらに、国家プロジェクトとして世界的半導体企業であるＴＳＭＣと

ソニーの合弁会社の新工場が建設されます。 

この世界的半導体メーカーの熊本進出を、県内産業の振興と県経済全

体の成長に着実に結び付け、熊本が日本経済の安全保障の一翼を担える

よう、今後の産業振興施策の方針となる、「くまもと半導体産業推進ビ

ジョン」を令和４年度中に策定し、県、企業、大学等が一丸となった取

組みを推進していきます。 

 

 

【ビジョンのイメージ】 

 ①県内半導体産業のさらなる集積・技術力強化 

②県内産業全体への波及・浸透 

③半導体産業の振興による日本の経済安全保障 

 における熊本の存在感強化 

④産学官の連携 

 

【今後のスケジュール（予定）】 

令和４年 ５月頃 中間整理 

      １０月頃 ビジョン骨子作成 

（関係団体等との調整） 

  令和５年 ３月  ビジョン策定 
 
 

報道資料 

【お問い合わせ先】 

熊本県商工労働部産業振興局 

産業支援課 担当：辻井、渡辺、太田 

直通：096-333-2319（内線 5165） 

「くまもと半導体産業推進ビジョン」を策定します！ 


